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大
藏
神
社
は
、
日
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
命
を
祭
神
と
し
、

五
日
市
地
区
一
二
五
戸
の
氏
神
と
し
て
祀
ら

れ
て
い
る
。
　

　
日
本
武
命
は
景
行
天
皇
の
御
子
で
、
生

ま
れ
た
時
か
ら
容
姿
端
麗
で
そ
の
美
男
子

ぶ
り
は
有
名
で
あ
っ
た
。
天
皇
の

命
で
熊く
ま
そ
た
け
る

襲
建
を
討
っ
た
時
、
一
番

強
い
男
の
意
で
あ
る
「
タ
ケ
ル
」

の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の

後
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
か
ら
得
た

天あ
め
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ

叢
雲
御
剣
（
草
薙
剣
）
を
倭
姫

命
か
ら
拝
受
し
蝦え
み
し夷
や
東
国
の
征

伐
を
行
っ
た
。

　
由
緒
に
よ
る
と
、
日
本
武
命
が

熊
襲
を
討
っ
た
後
、
船
で
大
和
へ

向
か
う
途
中
、
吉
備
の
穴
海
（
阿

知
）
で
悪
神
を
滅
ぼ
し
た
。
命
の

偉
業
を
讃
え
、永
保
二
年
（1082

）

丹に
ぶ
ざ
き

生
崎
に
大
藏
神
社
を
建
立
し
た
。

そ
の
後
、
天
正
年
間
（1573

〜

1592

）に
現
在
の
地
に
移
転
し
た
。

　
享
保
十
三
年
（1728

）
社
殿
を

改
築
。
昭
和
四
十
八
年
本
殿
屋
根

銅
板
葺
き
替
え
。
平
成
十
一
年
三

月
二
十
六
日
鶴
崎
神
社
に
合
併
し
た
。

（１） （４）

祭  

事  

暦

十
月
十
五
日
（
土
）［
午
前
十
時
］

　
　
　
　
　
　
秋
季
大
祭
【
供
膳
祭
】　 

十
月
十
六
日
（
日
）［
午
前
九
時
］ 

                  

神
幸
祭

十
一
月
中
　
　
七
五
三
祈
祷

十
一
月
二
十
三
日
（
水
）［
午
後
二
時
］

　
　
　
　
　
　
新
穀
感
謝
祭

一
月
二
日
（
月
）［
午
後
二
時
］

　
　
　
　
　
　
年
始
祭

毎
月
一
日
［
午
前
九
時
］
月
次
祭

　
六
月
二
十
六
日
総
代
就
任
奉
告
祭
の

後
、
開
催
の
総
代
会
に
於
い
て
、
責
任
役

員
及
び
総
代
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が

行
わ
れ
た
。

　
今
回
の
改
選
で
は
、
総
代
の
留
任
は

十
二
人
、
新
総
代
九
人
の
合
わ
せ
て

二
十
一
人
と
前
総
代
長
の
栗
坂
一
男
氏
が

顧
問
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
、
今
年
か
ら
四

年
間
氏
子
の
代
表
と
し
て
神
社
の
諸
行
事

に
参
画
し
、
お
世
話
を
す
る
事
と
な
り
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
記

【
責
任
役
員
】

　
総
代 

安
原
　
昇
［
総
代
長
］（
塩
津
）

　
総
代 

藤
原
道
明
［
副
総
代
長
］

　
　
　 （
早
高
南
）

　
総
代 

小
郷
正
廣
（
金
田
）

　
総
代 

眞
鍋
秀
夫
（
帯
高
三
丁
割
）　
　

　
総
代 

永
原
耕
吉 ［
会
計
］

　
　
　 （
宮
崎
・
下
野
）

　
総
代 

小
橋
健
太
郎
（
船
本
）

　
総
代 

湯
浅
純
二
（
五
日
市
）

　
総
代 

溝
手
昇
司

  

　
　
　（
下
前
潟
・
久
々
原
・
三
軒
地
）

【
総
代
】

　
安
原
益
重
［
監
事
］（
早
高
北
）　
　

　
渡
辺
正
明
［
監
事
］（
片
田
）

　
綱
島
　
全
（
前
潟
）

　
今
田
　
寛
（
弁
才
天
）

大　藏　神　社 責
任
役
員
・
総
代
の
就
任

　
小
野
玲
一
（
西
田
）

　
大
崎
靖
信
（
高
須
賀
）

　
蜂
谷
基
正
（
塩
地
・
花
町
）

　
渡
邉
武
志
（
長
津
）

　
澤
田
和
之
（
無
津
）

　
渡
辺
　
旭
（
市
場
）

　
竹
内
　
寿
（
帯
高
南
古
開
）

　
清
田
銀
造
（
頓
行
・
小
浜
）

　
大
森
英
夫
「
後
任
者
調
整
中
」（
中
帯
江
）

【
顧
問
】

　
栗
坂
一
男
　

（就任奉告祭を終えた新総代）

倉敷市五日市３９４　　祭神　日本武命

摂末社巡拝⑩
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【
質
問
】

　
神
社
に
お
参
り
す
る
と
必
ず
左
右
に
狛

犬
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
由
来
や
種
類
に

つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

神
道
Ｑ
＆
Ａ

【
答
え
】

　
ど
こ
の
神
社
で
も
お
参
り
す
る
と
参
道

の
両
脇
に
一
対
で
置
か
れ
た
石
製
の
狛
犬

を
見
か
け
ま
す
。
神
社
境
内
の
こ
と
を
語

る
と
き
、
鳥
居
と
並
ん
で
ま
ず
思
い
浮
か

ぶ
ほ
ど
、
狛
犬
は
神
社
に
と
っ
て
一 

的

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
普
段
、
私
た
ち
は
石
製
の
も
の
を
多
く

目
に
し
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
、
社
殿
内

に
置
か
れ
る
木
製
や
陶
製
の
も
の
、
ま
た

金
属
製
の
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
狛
犬
は
高
麗
犬
の
意
味
で
、
獅
子
と
と

も
に
一
対
に
な
っ
て
置
か
れ
て
お
り
、
そ

の
起
源
も
名
称
が
示
す
よ
う
に
渡
来
の
信

仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
邪
気
を
祓
う
意
味

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
七
五
三
は
子
供
の
無
事
な
発
育
を
喜

び
、
な
お
一
層
の
成
長
を
願
っ
て
氏
神

さ
ま
に
詣
で
る
行
事
で
す
。

　
古
来
は
男
女
三
歳
で
髪
置
き
の
祝
い
、

男
児
五
歳
で
袴
着
の
祝
い
、
女
児
七
歳

で
帯
解
き
の
祝
い
を
行
っ
た
こ
と
に
由

来
し
ま
す
。

　
当
社
で
は
十
一
月
十
五
日
を
中
心
に

七
五
三
祈
祷
を
奉
仕
致
し
ま
す
。
　
　

　
　
十
一
月
十
二
・
十
三
・
十
五
日
に

祈
祷
予
定
の
方
は
予
約
は
い
り
ま
せ

ん
。
そ
の
他
の
日
に
祈
祷
希
望
の
方
は

前
も
っ
て
ご
予
約
下
さ
い
。

   

「
七
五
三
」
祈
祷

　
神
社
に
あ
る
の
が
一 

的
で
す
が
、
寺
院

で
も
稀
に
置
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
東
大
寺

南
大
門
の
も
の
が
石
製
と
し
て
は
我
が
国
最

古
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宮
中

で
は
几
帳
の
裾
に
置
く
重
石
と
し
て
木
製
の

狛
犬
を
用
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
神
社
に
よ
っ
て
は
狛
犬
で
は
な
く
、
狐
や

牛
な
ど
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
狐
は
稲
荷
神

社
、
牛
は
天
満
宮
に
見
ら
れ
、
共
に
お
祀
り

さ
れ
て
い
る
神
様
の
神
使
（
お
使
い
）
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。狛
犬
の
表
情
は
神
社
、

あ
る
い
は
地
域
に
よ
っ
て
実
に
多
様
で
す
。

　
当
社
で
最
も
古
い
狛
犬
は
寛
政
五
年
九
月

（1793

）
と
記
さ
れ
た
鶴
崎
神
社
本
殿
前
に

奉
納
さ
れ
て
い
る
一
対
で
す
。
ま
た
、
昭
和

八
年
一
月
に
は
拝
殿
石
段
奥
に
「
倣
国
宝
近

江
国
大
寶
神
社
所
蔵
木
彫
高
麗
狗
」
と
記
さ

れ
た
原
福
藏
氏
作
に
よ
る
狛
犬
が
一
対
奉
納

さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
滋
賀
県
大
寶
神
社
が

所
蔵
し
て
い
る
金
箔
が
貼
ら
れ
た
木
製
の
狛

犬
（
国
宝
）
を
模
し
て
作
っ
た
よ
う
で
す
。

　
各
地
の
神
社
を
訪
れ
た
際
に
、
い
ろ
い
ろ

な
表
情
を
し
た
狛
犬
を
眺
め
る
こ
と
も
お
参

り
を
す
る
楽
し
み
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

秋
季
大
祭　

十
月
十
五
日
（
土
）　
午
前
十
時
〜

総
代
、
幹
事
に
よ
り
三
十
台
の
特
殊
神
饌
を
神
前
に
お
供
え
し
ま
す
。

夕
方
に
は
「
い
草
太
鼓
」・「
如じ

ょ
す
い水
太
鼓
」
の
奉
納
も
あ
り
夜
店
も
出
ま
す
。

神  

幸  

祭　

十
月
十
六
日
（
日
）
午
前
九
時
〜
午
後
二
時
三
十
分

午
前
八
時
の
花
火
で
執
行
の
合
図
と
し
ま
す
。
午
前
九
時
の
花
火
の
合
図
と
共
に

神
幸
行
列
が
神
社
を
出
発
し
ま
す
。
各
御
旅
所
を
巡
幸
し
て
午
後
二
時
三
十
分
頃

に
神
社
へ
還
御
さ
れ
ま
す
の
で
、
沿
道
に
出
て
神
輿
を
奉
拝
下
さ
い
。

秋祭の予定

（夏祭で賑わう天満宮）

　

当
社
の
飛
び
地
境
内
神
社
と
し
て
長

津
地
区
の
氏
子
で
お
祀
り
し
て
い
る
天
満

宮
の
社
殿
が
老
朽
化
し
、
改
築
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
た
め
、こ
の
度
新
た
に
改
築
し
、

見
事
竣
工
し
た
。

天
満
宮
が
見
事
竣
工

奉
祝
祭
に
「
い
草
太
鼓
」
奉
納

　
平
成
十
六
年
七
月
二
十
六
日
旧
社
殿
を
解

体
す
る
に
先
立
ち
御
神
体
を
仮
殿
に
お
遷
し

す
る
仮
殿
遷
座
祭
（
外
遷
座
祭
）
が
夕
闇
迫

る
中
、
厳
か
に
執
行
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
氏
子
の
協
力
に
よ
り
整
地
さ
れ

た
敷
地
で
八
月
二
十
日
地
鎮
祭
を
執
行
し
、

建
築
に
着
手
し
た
。
年
内
に
は
殆
ど
完
成
し
、

平
成
十
七
年
一
月
三
十
日
に
は
い
よ
い
よ
御

神
体
を
真
新
し
い
本
殿
に
お
遷
し
す
る
本
殿

遷
座
祭
（
正
遷
座
祭
）
が
行
わ
れ
た
。
引
き

続
き
二
月
二
十
七
日
氏
子
が
見
守
る
中
、
竣

工
奉
祝
祭
が
行
わ
れ
、
早
島
い
草
太
鼓
の
奉

納
や
甘
酒
の
接
待
で
、社
頭
は
大
い
に
賑
わ
っ

た
。
ま
た
、
七
月
二
十
四
日
に
は
竣
工
後
最

初
の
夏
祭
り
が
執
行
さ
れ
、
氏
子
を
始
め
近

隣
か
ら
も
大
勢
の
参
拝
が
あ
り
、新
し
く
な
っ

た
社
殿
で
無
病
息
災
を
祈
っ
た
。

昭
和
八
年
一
月
奉
納

大
寶
神
社
国
宝
の
狛
犬

　
を
模
造

寛
政
五
年
九
月
奉
納

鶴
崎
神
社
最
古
の

　
　
　
　
　
狛
犬
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【
質
問
】

　
神
社
に
お
参
り
す
る
と
必
ず
左
右
に
狛

犬
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
由
来
や
種
類
に

つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

神
道
Ｑ
＆
Ａ

【
答
え
】

　
ど
こ
の
神
社
で
も
お
参
り
す
る
と
参
道

の
両
脇
に
一
対
で
置
か
れ
た
石
製
の
狛
犬

を
見
か
け
ま
す
。
神
社
境
内
の
こ
と
を
語

る
と
き
、
鳥
居
と
並
ん
で
ま
ず
思
い
浮
か

ぶ
ほ
ど
、
狛
犬
は
神
社
に
と
っ
て
一 

的

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
普
段
、
私
た
ち
は
石
製
の
も
の
を
多
く

目
に
し
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
、
社
殿
内

に
置
か
れ
る
木
製
や
陶
製
の
も
の
、
ま
た

金
属
製
の
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
狛
犬
は
高
麗
犬
の
意
味
で
、
獅
子
と
と

も
に
一
対
に
な
っ
て
置
か
れ
て
お
り
、
そ

の
起
源
も
名
称
が
示
す
よ
う
に
渡
来
の
信

仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
邪
気
を
祓
う
意
味

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
七
五
三
は
子
供
の
無
事
な
発
育
を
喜

び
、
な
お
一
層
の
成
長
を
願
っ
て
氏
神

さ
ま
に
詣
で
る
行
事
で
す
。

　
古
来
は
男
女
三
歳
で
髪
置
き
の
祝
い
、

男
児
五
歳
で
袴
着
の
祝
い
、
女
児
七
歳

で
帯
解
き
の
祝
い
を
行
っ
た
こ
と
に
由

来
し
ま
す
。

　
当
社
で
は
十
一
月
十
五
日
を
中
心
に

七
五
三
祈
祷
を
奉
仕
致
し
ま
す
。
　
　

　
　
十
一
月
十
二
・
十
三
・
十
五
日
に

祈
祷
予
定
の
方
は
予
約
は
い
り
ま
せ

ん
。
そ
の
他
の
日
に
祈
祷
希
望
の
方
は

前
も
っ
て
ご
予
約
下
さ
い
。

   

「
七
五
三
」
祈
祷

　
神
社
に
あ
る
の
が
一 

的
で
す
が
、
寺
院

で
も
稀
に
置
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
東
大
寺

南
大
門
の
も
の
が
石
製
と
し
て
は
我
が
国
最

古
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宮
中

で
は
几
帳
の
裾
に
置
く
重
石
と
し
て
木
製
の

狛
犬
を
用
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
神
社
に
よ
っ
て
は
狛
犬
で
は
な
く
、
狐
や

牛
な
ど
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
狐
は
稲
荷
神

社
、
牛
は
天
満
宮
に
見
ら
れ
、
共
に
お
祀
り

さ
れ
て
い
る
神
様
の
神
使
（
お
使
い
）
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。狛
犬
の
表
情
は
神
社
、

あ
る
い
は
地
域
に
よ
っ
て
実
に
多
様
で
す
。

　
当
社
で
最
も
古
い
狛
犬
は
寛
政
五
年
九
月

（1793

）
と
記
さ
れ
た
鶴
崎
神
社
本
殿
前
に

奉
納
さ
れ
て
い
る
一
対
で
す
。
ま
た
、
昭
和

八
年
一
月
に
は
拝
殿
石
段
奥
に
「
倣
国
宝
近

江
国
大
寶
神
社
所
蔵
木
彫
高
麗
狗
」
と
記
さ

れ
た
原
福
藏
氏
作
に
よ
る
狛
犬
が
一
対
奉
納

さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
滋
賀
県
大
寶
神
社
が

所
蔵
し
て
い
る
金
箔
が
貼
ら
れ
た
木
製
の
狛

犬
（
国
宝
）
を
模
し
て
作
っ
た
よ
う
で
す
。

　
各
地
の
神
社
を
訪
れ
た
際
に
、
い
ろ
い
ろ

な
表
情
を
し
た
狛
犬
を
眺
め
る
こ
と
も
お
参

り
を
す
る
楽
し
み
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

秋
季
大
祭　

十
月
十
五
日
（
土
）　
午
前
十
時
〜

総
代
、
幹
事
に
よ
り
三
十
台
の
特
殊
神
饌
を
神
前
に
お
供
え
し
ま
す
。

夕
方
に
は
「
い
草
太
鼓
」・「
如じ

ょ
す
い水
太
鼓
」
の
奉
納
も
あ
り
夜
店
も
出
ま
す
。

神  

幸  

祭　

十
月
十
六
日
（
日
）
午
前
九
時
〜
午
後
二
時
三
十
分

午
前
八
時
の
花
火
で
執
行
の
合
図
と
し
ま
す
。
午
前
九
時
の
花
火
の
合
図
と
共
に

神
幸
行
列
が
神
社
を
出
発
し
ま
す
。
各
御
旅
所
を
巡
幸
し
て
午
後
二
時
三
十
分
頃

に
神
社
へ
還
御
さ
れ
ま
す
の
で
、
沿
道
に
出
て
神
輿
を
奉
拝
下
さ
い
。

秋祭の予定

（夏祭で賑わう天満宮）

　

当
社
の
飛
び
地
境
内
神
社
と
し
て
長

津
地
区
の
氏
子
で
お
祀
り
し
て
い
る
天
満

宮
の
社
殿
が
老
朽
化
し
、
改
築
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
た
め
、こ
の
度
新
た
に
改
築
し
、

見
事
竣
工
し
た
。

天
満
宮
が
見
事
竣
工

奉
祝
祭
に
「
い
草
太
鼓
」
奉
納

　
平
成
十
六
年
七
月
二
十
六
日
旧
社
殿
を
解

体
す
る
に
先
立
ち
御
神
体
を
仮
殿
に
お
遷
し

す
る
仮
殿
遷
座
祭
（
外
遷
座
祭
）
が
夕
闇
迫

る
中
、
厳
か
に
執
行
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
氏
子
の
協
力
に
よ
り
整
地
さ
れ

た
敷
地
で
八
月
二
十
日
地
鎮
祭
を
執
行
し
、

建
築
に
着
手
し
た
。
年
内
に
は
殆
ど
完
成
し
、

平
成
十
七
年
一
月
三
十
日
に
は
い
よ
い
よ
御

神
体
を
真
新
し
い
本
殿
に
お
遷
し
す
る
本
殿

遷
座
祭
（
正
遷
座
祭
）
が
行
わ
れ
た
。
引
き

続
き
二
月
二
十
七
日
氏
子
が
見
守
る
中
、
竣

工
奉
祝
祭
が
行
わ
れ
、
早
島
い
草
太
鼓
の
奉

納
や
甘
酒
の
接
待
で
、社
頭
は
大
い
に
賑
わ
っ

た
。
ま
た
、
七
月
二
十
四
日
に
は
竣
工
後
最

初
の
夏
祭
り
が
執
行
さ
れ
、
氏
子
を
始
め
近

隣
か
ら
も
大
勢
の
参
拝
が
あ
り
、新
し
く
な
っ

た
社
殿
で
無
病
息
災
を
祈
っ
た
。

昭
和
八
年
一
月
奉
納

大
寶
神
社
国
宝
の
狛
犬

　
を
模
造

寛
政
五
年
九
月
奉
納

鶴
崎
神
社
最
古
の

　
　
　
　
　
狛
犬
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大
藏
神
社
は
、
日
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
命
を
祭
神
と
し
、

五
日
市
地
区
一
二
五
戸
の
氏
神
と
し
て
祀
ら

れ
て
い
る
。
　

　
日
本
武
命
は
景
行
天
皇
の
御
子
で
、
生

ま
れ
た
時
か
ら
容
姿
端
麗
で
そ
の
美
男
子

ぶ
り
は
有
名
で
あ
っ
た
。
天
皇
の

命
で
熊く
ま
そ
た
け
る

襲
建
を
討
っ
た
時
、
一
番

強
い
男
の
意
で
あ
る
「
タ
ケ
ル
」

の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の

後
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
か
ら
得
た

天あ
め
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ

叢
雲
御
剣
（
草
薙
剣
）
を
倭
姫

命
か
ら
拝
受
し
蝦え
み
し夷
や
東
国
の
征

伐
を
行
っ
た
。

　
由
緒
に
よ
る
と
、
日
本
武
命
が

熊
襲
を
討
っ
た
後
、
船
で
大
和
へ

向
か
う
途
中
、
吉
備
の
穴
海
（
阿

知
）
で
悪
神
を
滅
ぼ
し
た
。
命
の

偉
業
を
讃
え
、永
保
二
年
（1082

）

丹に
ぶ
ざ
き

生
崎
に
大
藏
神
社
を
建
立
し
た
。

そ
の
後
、
天
正
年
間
（1573

〜

1592

）に
現
在
の
地
に
移
転
し
た
。

　
享
保
十
三
年
（1728

）
社
殿
を

改
築
。
昭
和
四
十
八
年
本
殿
屋
根

銅
板
葺
き
替
え
。
平
成
十
一
年
三

月
二
十
六
日
鶴
崎
神
社
に
合
併
し
た
。

（１） （４）

祭  

事  

暦

十
月
十
五
日
（
土
）［
午
前
十
時
］

　
　
　
　
　
　
秋
季
大
祭
【
供
膳
祭
】　 

十
月
十
六
日
（
日
）［
午
前
九
時
］ 

                  

神
幸
祭

十
一
月
中
　
　
七
五
三
祈
祷

十
一
月
二
十
三
日
（
水
）［
午
後
二
時
］

　
　
　
　
　
　
新
穀
感
謝
祭

一
月
二
日
（
月
）［
午
後
二
時
］

　
　
　
　
　
　
年
始
祭

毎
月
一
日
［
午
前
九
時
］
月
次
祭

　
六
月
二
十
六
日
総
代
就
任
奉
告
祭
の

後
、
開
催
の
総
代
会
に
於
い
て
、
責
任
役

員
及
び
総
代
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が

行
わ
れ
た
。

　
今
回
の
改
選
で
は
、
総
代
の
留
任
は

十
二
人
、
新
総
代
九
人
の
合
わ
せ
て

二
十
一
人
と
前
総
代
長
の
栗
坂
一
男
氏
が

顧
問
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
、
今
年
か
ら
四

年
間
氏
子
の
代
表
と
し
て
神
社
の
諸
行
事

に
参
画
し
、
お
世
話
を
す
る
事
と
な
り
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
記

【
責
任
役
員
】

　
総
代 

安
原
　
昇
［
総
代
長
］（
塩
津
）

　
総
代 

藤
原
道
明
［
副
総
代
長
］

　
　
　 （
早
高
南
）

　
総
代 

小
郷
正
廣
（
金
田
）

　
総
代 

眞
鍋
秀
夫
（
帯
高
三
丁
割
）　
　

　
総
代 

永
原
耕
吉 ［
会
計
］

　
　
　 （
宮
崎
・
下
野
）

　
総
代 

小
橋
健
太
郎
（
船
本
）

　
総
代 

湯
浅
純
二
（
五
日
市
）

　
総
代 

溝
手
昇
司

  

　
　
　（
下
前
潟
・
久
々
原
・
三
軒
地
）

【
総
代
】

　
安
原
益
重
［
監
事
］（
早
高
北
）　
　

　
渡
辺
正
明
［
監
事
］（
片
田
）

　
綱
島
　
全
（
前
潟
）

　
今
田
　
寛
（
弁
才
天
）

大　藏　神　社 責
任
役
員
・
総
代
の
就
任

　
小
野
玲
一
（
西
田
）

　
大
崎
靖
信
（
高
須
賀
）

　
蜂
谷
基
正
（
塩
地
・
花
町
）

　
渡
邉
武
志
（
長
津
）

　
澤
田
和
之
（
無
津
）

　
渡
辺
　
旭
（
市
場
）

　
竹
内
　
寿
（
帯
高
南
古
開
）

　
清
田
銀
造
（
頓
行
・
小
浜
）

　
大
森
英
夫
「
後
任
者
調
整
中
」（
中
帯
江
）

【
顧
問
】

　
栗
坂
一
男
　

（就任奉告祭を終えた新総代）

倉敷市五日市３９４　　祭神　日本武命

摂末社巡拝⑩
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